
事業費計  （A）

財
源
内
訳

事
業
費

人
件
費

45,876 48,426

千円 44,754 45,876 48,426

所要人員（年間）

千円 280 280 280

人

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

事務事業名 志布志運動公園の運動施設管理事業

担当課 生涯学習課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

生涯スポーツ係
活動指標（実施状況） 単位

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

8 8 8

8

担当係

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

5
＜教育･文化＞心豊かで志あふれる人づくりと伝
統・文化のまち

1 10 8 8 85 2
ア 管理体育施設数 箇所

（ 個 別 目 標 ） 2

8 8

多様な志を育むまち 主な費目
旅費、需用費、役務費、委託料、原材料費、備品購
入費、負担金補助及び交付金 イ

（ 施 策 ） 3 スポーツ活動の推進 成果指標（成果・効果）

（ 基 本 目 標 ） 4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる総
合
戦
略

人

単位
(目標) (目標) (目標)

ア 利用者数

(2)事業概要

平成18 年度～

年度（ 年間）

6年度 7年度

44,754

（ 施 策 ） 5 観光パワーアッププロジェクト

(A)　＋　(B)

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

人件費概算  (B)

(1) 総事業費の推移 単位
2年度

(実績・決算)

一般財源 千円

4年度

その他特定財源 千円

(目標)(目標)

3年度

(計画・予算)

45,876 45,876

国県支出金 千円

45,876 有
効
性
評
価

事業期間

200,000

(4)評価 所管課による評価

イ

5年度

(実績・決算) (実績・決算) (計画・予算)

対象 市民
200,000

(目標)

(実績) (実績) (実績)

280 280 280

(計画・予算)

200,000 180,000

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

市民のスポーツ活動の推進のために、欠かすことのできない
施設だが、施設の老朽化に伴い、修繕等必要な箇所が増えて
いる。また、スポーツ交流（合宿）人口の増加、競技人口の
減少・多様化により競技に応じた施設整備が必要となってい
る。要望に対応した整備を行うことで、更なるスポーツ活動
の推進を図ることができる。

153,957 180,921127,540

190,000 200,000

45,876 45,876 45,876

0.050 0.050 0.0500.050 0.050 0.050

開
始
経
緯

必
要
性

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

適切な管理、運営が実施されており、施設全体で18万人程度
に利用されている。市民のスポーツ、余暇、健康増進を更に
図るためにも、今後も適切な管理、運営が必要である。実

施
状
況

効
率
性
評
価

事
業
内
容

志布志運動公園の運動施設の管理業務を委託する。

運動公園の運動施設の管理業務委託

46,156 46,156

事
業
目
的

千円 45,034 46,156 48,706 46,156

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

施設の管理、運営に係る必要最小限の経費等で委託してるた
め、費用の削減は難しい。

成
果

課
題

〇

昭和34年の陸上競技場の完成を始めとして、その後体育館・多目的広場等の体育施設が整備され、志布志運動
公園の運動公園施設として管理している。平成18年度途中から指定管理者制度を導入し、指定管理者の選定を
行い、協定を結び管理を委託している。

特定非営利活動法人志布志スポーツクラブへ管理業務を委託している。

指定管理者へ管理委託を行い、施設に密着した管理、運営を行うことにより、施設利用者の利便性の向上が図
られた。

志布志運動公園体育館の改修工事を令和４年度から５年度にかけて実施しているが、他の施設の老朽化、経年
劣化等による不具合の発生しており、今後も計画的な改修・修繕が必要である。

効率化

改
革
改
善
案

利用者の要望を踏まえた施設整備の必要がある。

廃止終了拡充 現状維持 改善



事業費計  （A）

イ

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

0

事務事業名 志布志運動公園の運動施設改修事業

担当課 生涯学習課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

生涯スポーツ係
活動指標（実施状況） 単位

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

2 0 0

2

担当係

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

5
＜教育･文化＞心豊かで志あふれる人づくりと伝
統・文化のまち

1 10 1 1 15 2
ア 改修工事件数 件

（ 個 別 目 標 ） 2 多様な志を育むまち 主な費目 工事請負費、委託料

1

（ 施 策 ） 3 スポーツ活動の推進 成果指標（成果・効果）

190,000 200,000 200,000

市民
管理体育施設数

（ 基 本 目 標 ） 総
合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる

対象

単位

ア 利用者数 人

イ

200,000

(目標)

(実績) (実績) (実績)

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

127,540

200,500 180,000

153,957 180,921

(1) 総事業費の推移 単位

有
効
性
評
価

その他特定財源 千円 3,995 222,557 80,000

千円 5,502 7,865 0 379,910 0 0

国県支出金 千円

(4)評価

6,160

459,910

所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算)

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

(実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)

所要人員（年間） 人 0.025 0.050 0.100 0.100 0.100

千円 9,497 7,865 230,637

千円 140 280 560 560 560

8,080

0

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

各施設の維持管理をおこなう上で、老朽化・利便性による不
具合箇所を解消するためには、改修工事が必要な箇所があ
り、利用者ニーズを把握しながら、優先順位等により年次
的、計画的に行う必要がある。

拡充 〇 現状維持 改善

効
率
性
評
価

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

市民のスポーツ、余暇、健康増進を図る目的で設置された施
設であり施設の修繕、改修により、施設を安全・快適に利用
できるようになり、スポーツ施設の利用者が増加、スポーツ
の振興が図られる。

効率化 廃止終了

0

1.100

（ 施 策 ） 5 観光パワーアッププロジェクト 事業期間
H18 年度～

年度（ 年間）

8,145 231,197 460,470 560 6,160

(2)事業概要

事
業
目
的

社会体育施設の改修、更新を実施し、利用者の利便性・安全性の向上及び施設周辺住民の安全性を確保する。

事
業
内
容

利用者が施設を快適、安全に利用し、スポーツを楽しめるよう施設の老朽化による改修工事やゾーニングに基
づく地域の特性に合わせた施設整備を推進しながら、改修工事を実施する。

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳 一般財源

人
件
費 人件費概算  (B)

(A)　＋　(B) 千円 9,637

開
始
経
緯

必
要
性

施設を設置した時から、体育施設の善良な維持管理を行うために開始された。

実
施
状
況

老朽化による修繕だけではなく、かごしま国体等のスポーツイベントに向けた準備やスポーツ合宿に対応する
ための改修を実施している。令和４年度から令和５年度において、志布志運動公園体育館改修工事を実施して
いる。

成
果

これまの改修等で、利用者の利便性・安全性の向上が図られた. 改
革
改
善
案課

題
老朽化による大規模な修繕が必要な施設が複数あり、大きな財政負担が生じるため、今後も計画的及び年次的
な整備が必要となっている。

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

令和４年度から志布志運動公園体育館の改修工事を開始し、
屋根防水、外壁塗装等の改修を実施した。



事業費計  （A）

イ

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

1

事務事業名 志布志市体育協会活動事業

担当課 生涯学習課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

生涯スポーツ係
活動指標（実施状況） 単位

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

3 3 3

2

担当係

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

5
＜教育･文化＞心豊かで志あふれる人づくりと伝
統・文化のまち

1 10 3 3 35 1
ア 理事会の開催 回

（ 個 別 目 標 ） 2 多様な志を育むまち 主な費目 負担金補助及び交付金

1

（ 施 策 ） 3 スポーツ活動の推進 成果指標（成果・効果）

20 20 20
市民

（ 基 本 目 標 ） 総
合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる

対象

単位

ア 加盟団体数 団体

イ

20

(目標)

(実績) (実績) (実績)

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

20

20 20

20 20

(1) 総事業費の推移 単位

有
効
性
評
価

その他特定財源 千円

千円 2,627 2,329 1,629 2,579 2,579 2,579

国県支出金 千円

(4)評価

1,120

2,579

所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算)

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

(実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)

所要人員（年間） 人 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200

千円 2,627 2,329 1,629

千円 1,120 1,120 1,120 1,120 1,120

2,579

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

市主催のスポーツ振興事業への競技参加は体育協会に加盟す
る会員の協力及びボランティアにより事業が支えられてい
る。競技スポーツの競技力向上はもちろんのこと、生涯ス
ポーツ振興の面からも、今後も継続した取り組みが必要であ
る。

拡充 〇 現状維持 改善

効
率
性
評
価

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

体育協会は、社会体育の振興を図り、市民の体力の向上・健
康の増進を　推進するとともに、スポーツ精神を養うことを
目的にしており、現在競技団体やスポーツ少年団が加盟して
いる。加盟についても、幅広く広げているため、公平・公正
である。

効率化 廃止終了

2,579

0.200

（ 施 策 ） 5 観光パワーアッププロジェクト 事業期間
H18 年度～

年度（ 年間）

3,449 2,749 3,699 3,699 3,699

(2)事業概要

事
業
目
的

市民の体力向上と健康増進を図るとともに、組織の強化と競技力の向上を推進し、社会体育の振興を図ること
を目的とする。

事
業
内
容

内における社会体育の振興を図り、市民の体力の向上・健康の増進を　推進するとともに、スポーツ精神を養
うことを目的に平成18年度に市体育協会が設立された。現在は陸上競技、剣道、柔道など20競技団体（令和２
年度末）が加盟している。

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳 一般財源

人
件
費 人件費概算  (B)

(A)　＋　(B) 千円 3,747

開
始
経
緯

必
要
性

平成18年度に市体育協会が設立され補助金の交付要綱に基づき体育協会の運営費の補助を行っている。

実
施
状
況

20競技団体へ育成補助金・競技力向上対策費を助成し、各競技団体の育成及びスムーズな団体運営が図られ
た。

成
果

20競技団体へ育成補助金・競技力向上対策費を助成し、各競技団体の育成及びスムーズな団体運営が図られ
た。また、競技団体においては体育の日を中心に、新型コロナウイルス感染症対策を行いつつ、志布志市体育
振興大会を開催し、競技力の向上が図られた。

改
革
改
善
案課

題
スポーツ人口の増加のためには、体育協会の各競技団体が市民ニーズの沿った、参加しやすい企画をしていく
ことが必要である。

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

当事業は補助金を交付することで、市のスポーツ発展の中枢
を担っている体育協会の組織運営を円滑にし、市のスポーツ
振興や各競技力向上を目指すものである。今後は、人口減少
や高齢化により、会員及び競技人口が減少傾向にあるなか、
競技種目が多様化していることから、様々なスポーツを楽し
める環境整備が必要となる。



事業費計  （A）

イ

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

12

事務事業名 しおかぜ公園管理事業

担当課 生涯学習課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

生涯スポーツ係
活動指標（実施状況） 単位

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

12 12 12

12

担当係

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

5
＜教育･文化＞心豊かで志あふれる人づくりと伝
統・文化のまち

1 10 12 12 125 2
ア 管理施設面積 ha

（ 個 別 目 標 ） 2 多様な志を育むまち 主な費目 委託料

12

（ 施 策 ） 3 スポーツ活動の推進 成果指標（成果・効果）

40,000 20,000 20,000
市民
利用者

（ 基 本 目 標 ） 総
合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる

対象

単位

ア 利用者数 人

イ

20,000

(目標)

(実績) (実績) (実績)

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

9,258

50,000 20,000

11,421 16,535

(1) 総事業費の推移 単位

有
効
性
評
価

その他特定財源 千円

千円 16,491 16,432 15,972 16,046 16,046 16,046

国県支出金 千円

(4)評価

1,120

16,046

所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算)

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

(実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)

所要人員（年間） 人 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200

千円 16,491 16,432 15,972

千円 1,120 1,120 1,120 1,120 1,120

16,046

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

近接する志布志運動公園の指定管理者により管理されてお
り、施設等の利用については連携した形での利用が図られて
いる。また、必要最小限の人件費、光熱水費等である

拡充 〇 現状維持 改善

効
率
性
評
価

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

近接する志布志運動公園の指定管理者により管理されてお
り、施設等の利用については連携した形での利用が図られて
いる。

効率化 廃止終了

16,046

0.200

（ 施 策 ） 5 観光パワーアッププロジェクト 事業期間
H22 年度～

年度（ 年間）

17,552 17,092 17,166 17,166 17,166

(2)事業概要

事
業
目
的

しおかぜ公園の管理業務を委託・管理させることにより、利用者の利便性の向上と、市民サービスの向上を図
る。

事
業
内
容

平成22年８月より、新若浜の多目的広場が一部供用開始となり、鹿児島県より市へ管理委託された。そのこと
に伴い、利用受付業務及び維持管理業務を委託する。

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳 一般財源

人
件
費 人件費概算  (B)

(A)　＋　(B) 千円 17,611

開
始
経
緯

必
要
性

平成22年８月より、新若浜の多目的広場が一部供用開始となり、鹿児島県より市へ管理委託されたため。

実
施
状
況

しおかぜ公園環境美化業務委託については、隣接する志布志運動公園の指定管理者である特定非営利活動法人
志布志スポーツクラブへ維持管理や環境美化を委託した。

成
果

適切に管理されていることにより、市民の憩いの場として、またサッカーやジョギング・ウォーキング等のス
ポーツの場として多くの市民に利用された。 改

革
改
善
案課

題
燃ゆる感動かごしま国体が令和５年度に延期となったことから、今後も関係団体と利用調整を行いながら、維
持管理を行う必要がある。

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

適切に管理されていることにより、市民の憩いの場として、
またサッカーやジョギング・ウォーキング等のスポーツの場
として多くの市民に利用されている。



事業費計  （A）

イ

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

事務事業名 生涯スポーツ推進事業

担当課 生涯学習課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

生涯スポーツ係
活動指標（実施状況） 単位

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

31,500 31,500 31,500

担当係

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

5
＜教育･文化＞心豊かで志あふれる人づくりと伝
統・文化のまち

10 5 30,914 31,500 31,5001 1
ア 人口 人

（ 個 別 目 標 ） 2 多様な志を育むまち 主な費目 委託料

（ 施 策 ） 3 スポーツ活動の推進 成果指標（成果・効果）

20 20 20

ア）市民
イ）会員数
ウ）スポーツ教室実施数（ 基 本 目 標 ） 総

合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる

対象

単位

ア スポーツ教室実施数 回

イ

20

(目標)

(実績) (実績) (実績)

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

8

2 15

15 16

(1) 総事業費の推移 単位

有
効
性
評
価

その他特定財源 千円

千円 3,374 2,300 2,600 2,600 2,600 2,600

国県支出金 千円

(4)評価

560

2,600

所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算)

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

(実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)

所要人員（年間） 人 0.500 0.100 0.100 0.100 0.100

千円 3,374 2,300 2,600

千円 2,800 560 560 560 560

2,600

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

クラブの安定した運営のために、会員の確保、クラブの広
報・周知及びスポーツ協会やスポーツ少年団等の各種団体と
の連携が必要となる。

拡充 現状維持 改善

効
率
性
評
価

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

クラブの設立により、市振興計画目標値である週１回以上ス
ポーツを行っている成人の割合65％以上の達成や、スポーツ
に対する市民の幅広いニーズに応えることができる。

効率化 廃止終了

2,600

0.100

（ 施 策 ） 5 観光パワーアッププロジェクト 事業期間
R1 年度～

年度（ 年間）

2,860 3,160 3,160 3,160 3,160

(2)事業概要

事
業
目
的

　スポーツを通じた健康増進、共生社会を目指し、市民の誰もが、いつでも、どこでも、気軽に、いつまでも
スポーツに親しめる環境を整備するため、その活動の中心となる総合型地域スポーツクラブを設立・育成す
る。

事
業
内
容

特定非営利活動法人志布志スポーツクラブに、定期教室やイベントの開催を委託し、総合型地域スポーツクラ
ブ「レインボー424スポーツクラブ」が事業を実施する。

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳 一般財源

人
件
費 人件費概算  (B)

(A)　＋　(B) 千円 6,174

開
始
経
緯

必
要
性

　国のスポーツ振興基本計画に「全市町村に少なくとも１つの総合型スポーツクラブを置く」と定められてお
り、市振興計画目標値である週１回以上スポーツを行っている成人の割合65％以上を達成するため、総合型ス
ポーツクラブの設置を推進することとなった。

実
施
状
況

令和３年２月に総合型地域スポーツクラブ「レインボー４２４スポーツクラブ」が設立され、事業が実施され
ている。

成
果

令和４年度においては、子どもから高齢者向けの定期教室やイベントが開催され、延べ4,500人を超える参加あ
り、スポーツの振興や健康増進、体力向上が図られた。 改

革
改
善
案課

題
クラブを立ち上げた当初は、財政的に厳しい状況が予想される。

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

令和３年２月に「レインボー４２４スポーツクラブ」が立ち
上げられ、今後様々な活動の展開が期待できるが、継続して
財政面を含め援助が必要である。

〇



事業費計  （A）

イ

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

2

事務事業名 オンラインランニング・ウォーキング大会事業

担当課 生涯学習課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

生涯スポーツ係
活動指標（実施状況） 単位

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

5 5 5

1

担当係

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

5
＜教育･文化＞心豊かで志あふれる人づくりと伝
統・文化のまち

10 5 1 3 31 1
ア 実施回数 回

（ 個 別 目 標 ） 2 多様な志を育むまち 主な費目 使用料及び賃借料

2

（ 施 策 ） 3 スポーツ活動の推進 成果指標（成果・効果）

600 700 800
市民

（ 基 本 目 標 ） 総
合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる

対象

単位

ア 参加者数 人

イ

800

(目標)

(実績) (実績) (実績)

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

143

200 500

187 220

(1) 総事業費の推移 単位

有
効
性
評
価

その他特定財源 千円

千円 898 1,056 1,056 1,056 1,056

国県支出金 千円

(4)評価

560

1,056

所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算)

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

(実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)

所要人員（年間） 人 0.100 0.100 0.100 0.100

千円 0 898 1,056

千円 0 560 560 560 560

1,056

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

平成30年度までマラソン大会を開催していたが、開催に伴う
事務の削減や大会当日の動員も不要となり、費用も抑えられ
る。

拡充 現状維持 改善

効
率
性
評
価

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

市振興計画目標値である週１回以上スポーツを行っている成
人の割合65％以上の達成のために、気軽に取り組めるウォー
キングやランニングを継続して取り組むために有効である。

効率化 廃止終了

1,056

0.100

（ 施 策 ） 5 観光パワーアッププロジェクト 事業期間
R3 年度～

年度（ 年間）

1,458 1,616 1,616 1,616 1,616

(2)事業概要

事
業
目
的

スマートフォンのアプリを利用したランニング・ウォーキング大会を開催し、体力の向上と健康に対する意識
の高揚を図る。

事
業
内
容

スマートフォンのアプリを利用したランニング・ウォーキング大会を開催する。アプリでは、大会参加時のラ
ンキングだけでなく、毎日の走行距離等が確認でき、運動の継続へのモチベーションを確保できる。

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳 一般財源

人
件
費 人件費概算  (B)

(A)　＋　(B) 千円 0

開
始
経
緯

必
要
性

令和２年度に、志布志市と株式会社アールビーズが包括連携協定を結んだことにより、同社が開催する「オク
トーバー・ラン＆ウォーキング」の自治体対抗戦に参加した。新型コロナウイルス感染症の影響で様々なイベ
ントが中止になる中で、影響を受けにくいイベントを今後展開していく必要がある。

実
施
状
況

令和４年度においては、５月に企業対抗戦となる「さつきラン＆ウォーク」、10月に自治体対抗戦となる「オ
クトーバー・ラン＆ウォーク」のイベントが開催された。また、常に全国・鹿児島県・志布志市内での歩数の
ランキングが確認できる状態となっている。

成
果

参加期間中のランニングやウォーキングの距離がランキングされるため、モチベーションの維持ができ、体力
の向上と健康に対する意識の高揚が図られた。 改

革
改
善
案

高齢者でもアプリの登録が簡単にできるように、委託業者と連携していく。
課
題

アプリの登録がうまくいかないという声もあり、今後改善が必要である。

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

参加者を増やすことで、市振興計画目標値である週１回以上
スポーツを行っている成人の割合65％以上の達成に近づける
ことができる。

〇


